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別紙                    氏 名  櫻井  直樹  

質 問 事 項 

 

№  １―１  
高齢者のみの世帯の方々の安心・安全な生活を守るために 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 能登半島地震では、亡くなられた方の７割以上が、65歳を超える高齢者で 

あったと報道されています。本市においても長時間の横揺れがあり、高齢者

のみの世帯では、その間、かなりの恐怖や不安を感じられたことと思いま

す。 

 本市の第８期高齢者保健福祉計画では、全世帯の内8.7％が高齢独居世帯、

12．2％が高齢者夫婦世帯と報告されており、高齢者のみの世帯の安全な生活

が心配されます。 

 そこで、高齢者のみの世帯の方々の安心・安全な生活を守るために、以下

の５点について答弁を求めます。 

 

（１）70歳以上の高齢者について 

独居高齢者の数と高齢者夫婦の世帯数について伺います。 

 

（２）高齢者の安全サービス支援事業について   

防災における家具の転倒防止について、県民意識調査では、「一部しか

固定していない」が40.4％、「固定していない」が39.9％と公表されてい

ます。本市では、65歳以上の高齢者のみの世帯には、家具転倒防止支援事

業、住宅用火災警報器取付け支援事業が行われています。 

ア 家具転倒防止支援事業の周知方法と昨年度の実績について 

イ 住宅用火災警報器取付け支援事業の周知方法と昨年度の実績について 

 

（３）住宅改修の補助事業について 

介護認定を受けている方の住居については、手すり設置等の住宅改修の

補助事業が行われています。 

ア 住宅改修補助事業の周知方法と昨年度の実績について 

イ 住宅改修補助事業を申請できる条件について 

 

（４）救急車の建物救助について 

建物救助とは、施錠された建物で自力では脱出できない人を救出する活

動で、本年1月に本市の活動報告が新聞報道されました。 

ア 高齢者による救急車の建物救助の出動件数について 

イ あんしん電話によって救急搬送された件数について 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  櫻井  直樹        

質 問 事 項 

 

№  １－２  
高齢者のみの世帯の方々の安心・安全な生活を守るために 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（５）独居高齢者世帯、高齢者夫婦世帯の見守りについて 

ア どのような方法で見守りをしているのか、その内容と周知方法、申 

込件数について 

イ 民生委員による見守り活動について 

市の様々なサービス事業が、高齢者世帯になかなか伝わらないことが 

考えられます。民生委員が実態調査で戸別訪問するときに、家具の転倒防

止や住宅用火災警報器の設置、住宅の耐震化などのサービス事業を民生委

員が知らせることについて伺います。 

ウ 安全な生活に特化した高齢者向けサービスの案内作成について 

民生委員の負担軽減のために、安全な生活に特化した高齢者向けのサー

ビスを一覧表にしたプリントがあれば、高齢者に説明しやすいと考えられ

ます。 

安全な生活に特化した高齢者向けサービスの総合案内の作成について伺

います。 

 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  櫻井  直樹  

質 問 事 項 

 

№  ２   
住宅の耐震化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

能登半島地震では、住宅損壊は、60,000棟を超え、犠牲者の内、約９割が

住宅倒壊で亡くなり、耐震化の遅れが課題とも言われています。 

 昭和56年以前の住宅は、耐震基準が強化される前（旧耐震基準）に建築さ

れています。旧耐震基準の住宅は、大地震による倒壊のおそれがあり、市内

に数多く存在すると思われます。 

 特に、旧耐震基準の住宅に暮らしている方々は、高齢者の可能性が高く、

耐震性が不十分な住宅で生活されていることが想定されます。 

 そこで、住宅の耐震化について、以下の４点について答弁を求めます。 

 

（１）旧耐震基準の住宅の棟数と耐震化率について  

市内の住宅の中で、昭和56年以前に建築された住宅の棟数と市全体の耐

震化率を伺います。  

 

（２）住宅の無料耐震診断について  

本市では、住宅の耐震化を進めるために無料耐震診断を実施していま

す。無料耐震診断の内容と昨年度の利用実績を伺います。 

 

（３）住宅の耐震改修について 

本市では、住宅の無料耐震診断の結果により、耐震改修の補助制度が利

用できます。どのような補助制度があるのか伺います。 

 

（４）住宅の耐震化率の向上について 

住宅の耐震化率を高めるために、どのような取組がされているのか伺い

ます。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 


